
 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 ４年間の目標 

（令和６年度策定） 

１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 教育課程 
学習指導 

〇他者と協働し、生徒が

「わかった・できた・

つながった」を実感で

きる授業のあり方及

びその評価方法につ

いて検討・共有する。 

〇他者の考えを知ること

により、自分の知識を

深めたり広げたりでき

る授業展開を検討・共

有する。 

・自分の考えを共有した

り、他者の意見を聞いた

りするための場面設定や

ＩＣＴ機器の活用の実践

例を共有し、実践する。 

・生徒による授業評価にお

ける「人の意見を知るこ

とにより自分の考えを広

げることができた」「自

分の意見を表現したり話

し合ったりする機会があ

る」の回答が、すべての

教科で85％以上「当ては

まる」になったか。 

 

 

     

２ 生徒指導・支援 ①生徒に「かかわる・寄

り添う・見守る」教育

支援体制を推進する

とともに、生徒が自ら

の課題に気づき、その

課題を解決しようと

する姿勢を育てる。 

 

②生徒の規範意識を定

着させる指導のあり

方を検討し、生徒が自

身を律して社会で生

きていく力を育む。 

 

③学校行事や部活動等

をとおして、他者と協

同して豊かな人間関

係を構築する力を育

む。 

①教育相談の周知と相談

体制の整備を図り、相

談から課題解決に至る

道筋をつくる。 

 

 

②毅然たる「指導」と寄り

添う「支援」の両立を図

り、「安心・安全な学習

環境」の確立に努める。 

 

 

③部活動加入者を増やす

とともに、その活発な

活動を推し進める。ま

た、学校行事をとおし

て、生徒主体の運営と

その活発な活動を引き

出す支援を進める。 

①教育相談における広報活

動を充実させるとともに

適切な相談につなげ、相

談窓口の最適化を図る。 

 

 

②生徒の規範意識の育成と

「予防」の観点を重視し

た指導・支援体制を構築

する。 

 

 

 

③生徒会執行部やフロンテ

ィアチームを中心に、生

徒が主体的な活動ができ

る場や、学校行事等で部

活動が活躍できる場を設

定する。 

①生徒に向けて、教育相談

の広報ができたか。また、

解決事例を共有し、分析

することができたか。 

 

②生徒の規範意識を育成す

る機会が設けられたか。

また、個別最適な指導・

支援が実現できたか。 

 

 

 

③部活動加入率が 30％程

度となったか。 

・学校行事を中心に、部活

動の活躍の場が広がった

か。 

・生徒会執行部やフロンテ

ィアチームの活動の場を

設定できたか。 

 

 

     

３ 進路指導・支援 〇生徒の社会生活実践

力を育成し、社会とつ

ながり、主体的に進路

設計ができる力を身

につけさせる。 

〇自己および他者への理

解を深めることをとお

して、生徒が自己の役

割や責任を認識し、社

会とつながる力を身に

つけるための支援を行

う。 

・生徒の社会生活実践力を

育成し、社会とつながり、

主体的に進路設計ができ

る力を身につけさせる。 

・自己および他者への理解

を深めることをとおし

て、生徒が自己の役割や

責任を認識し、社会とつ

ながる力を身につけるた

めの支援を行うことがで

きたか。 

     

４ 地域等との協働 〇地域や外部の諸機関

等との連携体制を整

備・拡充し、地域と協

働した教育活動・学校

運営を行う。 

〇地域や外部機関との連

携を通じて「社会とつ

ながる」ことを重視し

た教育活動の充実を図

る。 

 

・地域とつながることので

きるボランティア活動の

機会を増やし、生徒の参

加を促す。 

 

・地域や外部の諸機関等と

の連携体制を整備・拡充

し、地域と協働した教育

活動・学校運営を行うこ

とができたか。 

 

     

５ 学校管理 
学校運営 

①安全、安心な教育環境

を維持・推進するとと

もに、本校の教育活動

に適した学習環境の

整備を進める。 

①生徒の安全を確保し、

よりよい学習環境を整

える。 

 

 

①グラウンド改修工事を安

全に進め、安全な生徒の

活動場所を確保する。 

 

・定期的に施設点検を実施

①生徒の活動場所を確保

し、安全にグラウンド改

修工事を終えることがで

きたか。 

・熱中症等に配慮した学習

     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保護者や地域と連携

した防災教育活動を

進め、生徒の防災に対

する意識を涵養する。 

 

③事故不祥事防止を推

進し、学校に対する信

頼を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒及び職員の防災意

識を高める。 

 

 

 

③事故不祥事を未然に防

ぐ環境を作る。 

し、改修箇所等を早期に

発見する。 

 

・ＩＣＴによる学習環境を

整える。 

 

 

 

②本校の実情に合わせた実

践的な防災訓練を実施す

る。 

 

 

③事故不祥事を未然に防ぐ

ために、定期的な研修会

の実施と風通しの良い職

場づくりを実践する。 

環境を確保できたか。 

・破損箇所の素早い改修を

行うことができたか。 

・電子黒板導入のための準

備を進められたか。 

 

 

 

②参加型の防災研修を行う

ことができたか。 

 

 

 

③定期的に事故不祥事防止

研修会を行うことができ

たか。 

 

 

 

 

 

 


